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―ＯＳでの闘いを展望――ＯＳでの闘いを展望――ＯＳでの闘いを展望――ＯＳでの闘いを展望―
１０月１２日、東京北部につづき全国で２番目の支

部、千葉支部が５０名のＮＴＴ労働者、諸先輩の参加

により結成されました。

結成大会は、①ＭＥ千葉、サービス千葉との団体

交渉体制を確立すること、②合理化に反対し、労働

条件向上をめざすことを方針として確認し、その後、
「ＯＳ会社労働組合の組織論・運動論によせて」とし

て『地域と労働運動』編集長の川副詔三さんから記念

講演をうけました。

選出された３役は以下のとおり。

委員長　　島根俊作

副委員長　矢作信夫、小柳敏朗
書記長　　菅野益光

Ｎ関労共済発足を決定Ｎ関労共済発足を決定Ｎ関労共済発足を決定Ｎ関労共済発足を決定
―Ｎ関労第２回臨時大会―

　Ｎ関労第２回大会が１０月２５日開催され、全労済
に加入し、Ｎ関労共済を発足させることを決定しまし

た。

　ただし、今年度は任意共済のみとし、団体としての

「総合共済」への参加は今後の研究課題としました。

この全労済への加入には各組合員から１０００円の出

資金が必要となります。
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　　　　　　―ＮＴＴ東―

　賃金３割減で孫請会社に再雇用という、働く仲
間にとって過酷な合理化が実施されて半年がたち

ますが、「家族と離れて暮らすことはできない」

とＮＴＴを退職し、地元のＯＳ会社に再雇用され

た仲間を裏切るとんでもない提案をＮＴＴ労組東

日本本部が行っています。

　東の職場に配布されたＮ労東日本本部発行の
「職場討議資料」によると、「退職・再雇用者の

県域を越える人事交流のあり方」なるものを提起

し、退職・再雇用者であっても、首都圏への広域

配転を認めることを明らかにしています。

　これは、雇用形態選択時に、退職・再雇用に応

ずれば、県域に残れるとの約束を反故にするもの
で、ＮＴＴ労組のとんでもない完全な労働者への

裏切り行為です。これに対してはＮ労組合員の怒

りも大きく、山形では、部会役員選挙にて、Ｎ労

によるこの暴挙に反対する仲間が当選するなど、

職場の仲間の怒りが拡がり始めています。
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１０月１９日～２０日、神戸市にて第２回西日本
ＮＴＴ労働者研究交流集会が開催され、３０人のＮＴ

Ｔ労働者と仲間が結集しました。この研究交流集会に

はＮ関労西の組合員もほぼ全員参加し、「構造改革」

の背景を学習するとともにアウトソーシング化に対す

る闘いを西日本各地で起こしていくことを意思統一し

あいました。
　まず加藤晋介弁護士から「『構造改革』の背景とわ

れわれの闘い」と題して３時間にもわたる講演のあと、

参加者からの熱心な質疑が相次ぎました。

　翌日には、兵庫、大阪、鳥取、広島、熊本、香川、

徳島、高知、愛媛など各県からの闘いを報告しあい、

ブロック別の交流を強化しあうことなどを確認しあっ
て、集会は成功裏に終了しました。
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Ａ―仕事自体がＯＳへ行った。５０歳以上の人が多

い。

ある仲間は１６万円の手取りで、声がでない。退職

金から、減った分同額づつ下ろしている人、１５万

減って１０万取り崩してやりくりする人、生活水準
はそう簡単に下げられない。正味減る。ビール２本

を１本に減らす。屋根の修理も自分でやる。大学へ

子供を行かせている人は悲惨だ。

Ｂ―ＯＳに行った（行かざるをえなかった）。賃金が

　減ったうえ、慣れない仕事をやらされ、べテランが

　いないと仕事にならない状態になっている。

Ｃ－満了型のＩさんが地元に帰ったことに周囲の仲間

からひがみが出ている。帰れてよかったというので
はなく。

Ｄ―自分自身はまだ若いけど、職場では半分が退職

　者で、金銭的にはショックを受けている。５５歳以

上の人はあと数年という気持ちからかまだましで、

５０歳過ぎくらいの人は落ち込んでいる。５０歳

以下の人はといえば，これからが大変と同情され
ている。

　今になってやっと退職・再雇用制度を実感している

　という感じだ。職場では個人別にノルマの張り出し

がされる。「嫌がらせで満了型を選ぼうか」との冗

談も出る。ＮＴＴ労組が役に立たんのは当り前に

なって、職場は組合のくの字も出ない。本当に遠
い存在になった。

　主査でも２０万を切る。４７～８が一番の高給取り

　になった。主査の人は大学生への仕送りで自分の

収入が消える。妻の働きで生活している。退職金で

家の借金を払おうと思っても今後が怖いし、ローン

を払ったという人は聞かない。
Ｅ―企業年金を前払いで、月５万くらいだが、もら

　っている人もいる。

Ｆ―がっぽり？もらって退職金取り崩して生活して

　いる。子供から「リストラされたくせにリッチや」

　と冷やかされた。アクトになって超勤もなくなった。

Ｎ労は言っていくとこなし。新組合に行ったら行っ
たできちっとしたとこを見せなあかんし、まだそこ

までいってない。

Ｇ―ＭＥの頃から仕事はあまり変わっていない。１

　２名中半分が５０歳以上。キャンペーンが重みをま

　し、自爆行為に近いのが当たり前。５０歳以上の人

　は大学生など抱えていると大変。飲み会は減ったが
　パチンコは行っている。ただ、飲み会もタダなら行

　っている。

　昨年の一時金から評価を意識。チャレンジシートに

　目標を書くと意識する。所長が「この職場はエリア

　調整で見直しの議題に上がっている。

このまま残るということにはならん」と。４８
歳で、残念ながら再雇用に行くと思う。子ども２

人は社会人と、専門学生。５０の時は就職してい

るので。（おわり）


